
社会実験の考え方
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新たなプロセス 「つくる目線」⇒「つかう目線」
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人吉での展開

アクションプラン素案という将来像のたたき台

将来の暮らし方、生業をイメージする

行政だけではできない、市民・事業者として、
活動・投資に参画していきましょう！

3



• 持続する運営体制の構築 →運営準備組織の組成・運営、河川利用ルールの改善

• 利活用に必要なハードの設計

2027

実
践
期

（
運
営
・
ハ
ー
ド
実
現
化
）

2028 • 運営組織の位置づけ（官民役割分担／公募など）

• ハード整備

• 中川原公園＆対岸（河川＋公園＋道路）における民間運営の仕組みの自走将来自
立

運
営
期

• 河川を使う人がいない →手を挙げた担い手が使いこなしている状況をつくる

• どんな使い方・景色ができるかわからない →日常時＆非日常時の楽しみ方を試す

• 回遊のイメージがわかない →回遊のハブとして様々な過ごし方を感じられる状況に
社
会
実
験
期

（
仮
説
の
構
築
）

2025

• 利用ルールがわかりにくい、コンセンサスがとれていない →河川利用ルールを作成

• どのようなハードが求められているのかわからない →検証結果より提案

• 目指すべき将来像が定まっていない →中川原公園周辺エリアビジョンのとりまとめ

2026

• 豪雨被害により立入禁止 →最低限の災害復旧工事の実施

• 将来イメージが持ちにくい →かわまちづくり計画＆アクションプラン素案をたたき台にして議論

• 使い方や担い手が不明 →次年度社会実験の担い手・アイディアを募る

2024
復
旧
期

中川原公園・河川沿いの社会実験のプロセス(案)

【社会実験の活用・段階的な進め方】
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①
青井阿蘇神社
＋球磨川

⑥
人吉駅前＋SL

④
中心市街地

⑤
鍛冶屋町通り

⑧
人吉城跡周辺

③
胸川

②
中川原公園
＋大橋

⑨
新町

⑦
城見庭園＋
HASSENBA

【2025社会実験の想定エリア】
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【実施期間】 9月～10月頃（仮）

【2025社会実験の概要】

※～9月20日までが「出水期」
→中川原公園など、河川が関連する内容については、
「出水期」「非出水期」両方で実施することにより、増水時の対応策も
含めた検証を行います

※実施内容・エリアによって、上記期間以外に実施する可能性もあります
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【検証（調査）方法】

①プレイス（滞留行動）調査 ：アクティビティの検証

②交通調査 ：交通影響の検証、川沿い回遊動線の検証

③来場者アンケート ：アクティビティ・質・照明効果の検証

④実施者アンケート ：プログラム運営・公共空間活用・照明効果の検証

⑤地域アンケート ：社会実験、将来像全体の検証

滞留装置、回遊動線、プログラム実施

川沿い道路、青井阿蘇神社周辺道路ホコ天化

大橋ホコ天化（週末）

◯検証の４テーマ

１

２

３

河川空間活用

交通再編＋プレイスメイキング

夜間照明

清流球磨川の楽しみ方、増数時対応等安全確保の検証

回遊を楽しめる、人中心の交通再編、滞留空間の検証

官民連携した夜間景観方法の検証

４ 人吉球磨・地域循環
森林、食、歴史文化、体験ツアー、などの検証

照明実施

随時連動

【2025社会実験の概要】
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やってみたいを
かなえる
使いこなす
【まちを開く】

収益をあげて
事業化する

【稼ぐ】

アイディアを実現できる
場所へ

稼げる事業へ

公共空間／まちを自分たちの場所に

価値を高める
運営体制を
つくる

【持続運営】

官民連携・民間主体の
運営体制の構築

社会実験（≠イベント）のねらい
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行政運営事業 民間自主事業

・社会実験事務局が実施する事業

・将来像を期間限定で体験するための、
仮設のハード／滞留設備／夜間照明
／交通規制など

・対象エリアを舞台にプログラムの
主体を募集し、実現する事業

・全体の調整、許認可や広報支援は
事務局が行い、民間主体が
自主事業としてプログラムを実施

【2025社会実験の概要】

協力事業

・社会実験期間中に開催される、既存の行事やプログラム
・相互の企画連携、広報連携を実施
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【民間自主事業の例】

民間自主事業

［パターンA］
事業化・日常化を目指したい

プログラム

［パターンB］
まず単発でやりたいプログラム

（≒イベント）

球磨川テラス
（あゆの里・鍋屋前の活用）

中川原公園での
テントサウナ・BBQ・キャンププログラム

リバーアクティビティ
（ラフティング・SUPなど）

サードプレイス作り

毎月のマルシェ

ワークショップ

イベント出店

マルシェ
（単発）

音楽フェス

どちらもOK！
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【費用の考え方】

行政運営事業 民間自主事業

事務局負担 事業実施者の負担
（事務局負担は無し）

協力事業

事務局費用負担無し

※対象となる助成制度の紹介をします
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【2025社会実験の推進体制】

①青井阿蘇神社＋球磨川出口

②③中川原公園＋大橋＋胸川

④中心市街地

⑤鍛冶屋町通り

⑥人吉駅前＋SL

⑦城見庭園＋HASSENBA

⑧人吉城跡周辺

⑨新町

○新規エリア

○新規テーマ

全体統括チーム

市復興支援課HBP

ドットリバー

カモメ・ラボ 専門家チーム
(ランドスケープ・
照明・交通・事業
組成など)

情報発信チーム

Tarakusa

社会実験事務局
（デザイン会議＋α）

内布・古賀

尾方

米原

山田

岸田

岸田

○○

○○

出口・尾方

プログラム実施主体社会実験チーム
（エリアごと）

地権者
自治会
漁協

関係団体等

各管理者

地域関係者

河川管理者
(国・県)
道路管理者
(県・市)

①情報発信戦略検討・企画
②実施主体、現場の取材
③チーム間の情報共有
④情報発信（note、SNS
等）○○

①全体企画／調整
②検証／データ分析／仮説提案
③実施主体の発掘・支援
④社会実験企画の空間への落とし込み
⑤直営事業の企画・実施
⑥各行政関連の許認可支援

企画、運営方法等

全体調整・検討支援

市ﾘｰﾀﾞｰﾁｰﾑ

民間事業者
団体・個人

①自らアイディアを持ち寄り
プログラムを実施

②将来、事業や活動を恒常化

協議
合意形成

協議
許認可

企画・運営
に参画

参画

12



3月12月 1月 2月

３

５ ６ ７ ８

合同
意見交換会

まちなか
フォーラム

アクション
プラン

担い手WS

次年度社会実験主体・内容の検討

１ ２３

1 2

市民

関係機関
協議

民間事業者

12/22

各種
会議

担い手WS

1/15
2/12
2/13

3/15

12/23 1/27 2/27 3/18

3/14

アクション
プラン素案

2

11/26

河川活用・河川通路・飛び石設置・照明・階段設置等

公園（中川原公園）、道路＆警察

募集、個別呼びかけ 担い手・アイディア整理

よろず相談

【2024年度後半のスケジュール】
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①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 将来イメージ（アクションプラン素案）

青井阿蘇神社

禊橋

人吉旅館

金刀比羅宮

国道445号

[青井阿蘇神社周辺のイメージ]

歩行者優先の
ウォーカブルな通りの整備

神社周辺の
石畳舗装の整備
（歩行者優先）

交流の拠点となる
公園・広場の整備

エリアの価値を向上させる
にぎわい施設の導入

神社と川をつなぐ
参道の整備

神社とつながる
新たな船着場の整備

川へのアクセス路
・視点場の整備

かつての蓮池を
活かした水景

歴史を尊重した
蓮池沿いの並木
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①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 次年度社会実験内容案

◯検証テーマ ◯実施スケジュール

１ 参道の演出

船着き場

(仮称)中央公園憩い空間の創出

人吉球磨・地域循環

２

３

５

仮設参道設置

照明実施：仮設参道に合わせる

随時連動

夜間景観４

船着き場設置（非出水期）

公園活用：〇/〇～〇/〇

行政
運営

階段・視点場設置（非出水期）
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①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 次年度社会実験内容案

神社南・東道路
の歩行者天国化中央公園

活用

神社と川をつなぐ
参道の設え

神社と
つながる
新たな
船着場
設置

川へのアクセス階段
・視点場設置

青井阿蘇神社

人吉旅館

金刀比羅宮

国道445号

◯次年度社会実験 内容案
行政
運営
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①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 次年度社会実験内容案

歩行者天国化
通過交通の確認

中央公園
滞留空間設置

仮設参道設置
見通し確認

◯次年度社会実験 位置案

船着き場設置

川へのアクセス階段
・視点場設置

行政
運営
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◯次年度社会実験 イメージ

①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 次年度社会実験内容案

中央公園
滞留空間設置

仮設参道設置

船着き場設置

川へのアクセス階段
・視点場設置

歩行者天国化

行政
運営
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Ⅰ：文化継承・憩い

Ⅱ：ローカル・コミュニティ

Ⅲ：アクティブ・歴史

Ⅳ：おくんち祭り

ⅰ：日常

ⅱ：日常＋α（月１回など定期開催）

ⅲ：非日常

つかいこなし［テーマ×シーン］

×

・青井阿蘇神社周辺のつかいこなし方を、テーマとシーンを想定して企画する。
歩行者専用道路化

仮設参道設置（青井阿蘇神社～球磨川までの見通し）

※今後アイディア・主体を増やしていく

［参考イメージ］

©ONE RIVER©ONE RIVER

◯次年度社会実験 イメージ

①青井阿蘇神社周辺＋球磨川 次年度社会実験内容案
行政
運営
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②中川原公園＋大橋 ③胸川 将来イメージ（アクションプラン素案）

[中川原公園・大橋のイメージ]

川沿い通路の
滞留スペース利用

週末やイベント時の
大橋の歩行者空間化

城～中川原へのアクセス
（イベント時等）

城～老神神社へのアクセス
（飛び石・階段改良）

水遊び
エリア

城～川レベルへの
アクセス

上流部の
イベント等利用

下流部の日常等
利用

（木陰の存在）

リバーベースの設置
（利用者へのサービス
提供・視点場）

川面に降りられる
スロープ

球磨川
くだり

球磨川の歴史や
環境に配慮した
石積み護岸

既存トイ
レの活用

カヌー・ラフティング
などの乗降所

老神
神社

人吉
城跡

中川原公園

大橋

球磨川

胸川
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②中川原公園＋大橋 ③胸川 次年度社会実験内容案

１ 河川空間活用

交通再編＋プレイスメイキング

夜間景観

人吉球磨・地域循環

２

３

４

リバーベース、滞留装置、回遊動線、プログラム実施

川沿い道路ホコ天化

大橋ホコ天化（週末）

川沿い道路シェアドスペース化

照明実施

随時連動

◯検証テーマ ◯実施スケジュール

行政
運営
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②中川原公園＋大橋 ③胸川 次年度社会実験内容案

週末やイベント時の
大橋の歩行者空間化

城～老神神社へのアクセス
（飛び石）

水遊びエリア

城～川レベルへの
階段設置

リバーベースの設置
（利用者へのサービス提供・視点場）

老神神
社

胸川

人吉
城跡

中川原公園

大橋

球磨川

既存トイレ
の活用

川沿い通路の
歩行者天国化

(滞留スペース利用)

◯次年度社会実験 内容案

滞留空間設置

行政
運営
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Ⅰ：飲食・散歩・体操

Ⅱ：アクティブ・水遊び

Ⅲ：学び・自然・アート

Ⅳ：マーケット・フェス

ⅰ：日常

ⅱ：日常＋α（月１回など定期開催）

ⅲ：非日常

つかいこなし［テーマ×シーン］

×

・中川原公園のつかいこなし方を、テーマとシーンを想定して企画す
る。

中川原ネイチャーライブラリー

中川原薪割り体験 中川原ナイトマーケット

中川原お月見 中川原キャンプ

中川原シネマフェス 中川原アートプログラム

中川原ピクニック 中川原水辺ＢＢＱ

※今後アイディア・主体を増やしていく

［参考イメージ］

©ONE RIVER ©ONE RIVER ©ONE RIVER

©ONE RIVER©ONE RIVER

②中川原公園＋大橋 ③胸川 次年度社会実験内容案

◯次年度社会実験 公募事業イメージ
民間
自主
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⑦城見庭園・HASSENBA 将来イメージ（アクションプラン素案）

艇庫

城見庭園

球磨川

HASSENBA

[城見庭園イメージ]

街から水際への
誘導動線

城見櫓
（眺望テーブル・
屋根設置）

球磨川を眺める
張り出しデッキ

庭園デッキ
石垣ベンチ

地域の交流の場となる
球磨川デッキ

西側の樹木
は撤去し
城見櫓への
動線を確保

川沿いの柵を使った
飲食の利用

25



⑦城見庭園・HASSENBA 次年度社会実験内容案

１
城見庭園
管理用道路の活用

人吉球磨・地域循環

HASSENBAとの連動や回遊性

夜間景観

４

２

３

張り出し＆球磨川デッキ、滞留空間、回遊動線

照明実施

◯検証テーマ ◯実施スケジュール

随時連動

行政
運営
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⑦城見庭園・HASSENBA 次年度社会実験内容案

城見櫓
（眺望テーブル・
屋根設置）

球磨川を眺める
張り出しデッキ

石垣ベンチ

艇庫

城見庭園

球磨川

HASSENBA

地域の交流の場となる
球磨川デッキ

川沿いの柵を使った
飲食の利用

◯次年度社会実験 内容案
行政
運営
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⑧人吉城跡 将来イメージ（アクションプラン素案）

二の丸付近
■樹木の間引き
■間引いた樹木でベンチづくりの体験教室を実施
し、
完成したベンチを休憩施設として老朽化した
ベンチと交換

三の丸付近
■VR・ARを活用したサインの設置

城跡全体
■イノシシ等の対策を実施
■AR・VRを用いた城跡全体の解説サインの設置を検討

水ノ手門
■ライトアップに向けた川沿いの草刈りの実施
■船着き場にAR、VR活用した解説サインの設置
■船着き場の復元の検討

御下門付近
■ライトアップ
■樹木の間引き

歴史の広場
■日常利用を基本としながら、イベント利用の
ニーズを把握する

■広場として、各団体を集約しこまめな維持管理

■水際の草刈りの実施

［凡例］
■検討箇所 ■赤枠範囲の利活用検討

■市道の廃止

史跡外公園範囲
■キャンプ場等の検討

中世人吉城
■上原城跡の発掘調査・整備

■階段設置

■櫓活用

人吉城
歴史館

人吉城跡公園

人吉城跡
ふるさと歴史の広場

[人吉城跡イメージ]
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⑧人吉城跡 次年度社会実験内容案

１
城跡の憩い、歴史学習の空間
を創出

歴史館と人吉城跡・周辺地域
の連動

城跡内空間の利活用

夜間景観

２

３

４
照明実施

週末の市道歩行者天国化：周辺イベントと連携・ニーズ把握

随時連動、レンタサイクルの設置、ガイド育成

滞留空間の設置、環境整備

人吉球磨・地域循環５

◯検証テーマ ◯実施スケジュール

滞留空間・サービス機能の設置

花火観覧席の設置

随時連動

行政
運営
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階段設置

滞留空間設置
サービス機能試行

歩行者
天国化

角櫓・多門櫓の
活用

⑧人吉城跡 将来イメージ（アクションプラン素案）

人吉城
歴史館

人吉城跡公園

人吉城跡
ふるさと歴史の広場

花火観覧
場所設置

◯次年度社会実験 実施内容案
行政
運営
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滞留空間設置
サービス機能試行

歩行者天国化

夜間景観

レンタサイクル設置

⑧人吉城跡 次年度社会実験内容案

◯次年度社会実験 実施位置案

花火観覧
場所設置

角櫓・多門櫓の
活用

ガイド育成

階段設置

人吉城
歴史館

人吉城跡
ふるさと歴史の広場

行政
運営
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◯次年度社会実験 内容案：夜間景観
行政
運営
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④中心市街地 今年度3月頃社会実験内容

１ グリーンモールの設置

夜間景観２ 照明実施：3月頃

グリーンモール実施：3月頃

◯検証テーマ ◯実施スケジュール

今年度
行政
運営
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④中心市街地 今年度3月頃社会実験内容

◯社会実験実施位置
行政
運営

今年度
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◯社会実験イメージ

Ⅰ：憩い・交流

Ⅱ：ローカルカルチャー

ⅰ：日常

ⅱ：日常＋α（月１回など定期開催）

つかいこなし［テーマ×シーン］

×

・交流・」文化の場（うぐいす温泉周辺）のつかいこなし方を、テーマ
とシーンを想定して企画する。

グリーンモール（憩い・交流）

［参考イメージ］

テントサウナ

アウトドアライブラリー

（みんとしょ・移動図書館） ミュージック・アートピクニックランチ オープンカフェ

④中心市街地 今年度3月頃社会実験内容
行政
運営

今年度
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⑤鍛冶屋町通り 将来イメージ（アクションプラン素案）

休憩・交流の場となる
小広場

街なかを巡る
パーソナルモビリティ

街なかを紹介する
観光ガイド

[鍛冶屋町通りのイメージ]

鍛冶屋町通り

街並み景観の保全
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⑥人吉駅前・SL 将来イメージ（アクションプラン素案）

人吉駅と人吉鉄道ミュージアム
(MOZOCAステーション868)

をつなぐ歩行者空間

観光の目玉となる
SL人吉の設置

[人吉駅前・SLのイメージ]

SL人吉格納庫の設置

青井阿蘇神社や周辺との
接続・調和を図る
ランドスケープ

人吉駅
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⑨新町 将来イメージ（アクションプラン素案）

堤温泉

民有地と連携した
一体的な舗装

繊月酒造

人吉城跡

街なかを巡る
パーソナルモビリティ

[新町(土手馬場)のイメージ]

街並み景観形成

歩きやすい通り
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